
契約実施計画番号

納　期　ま　た　は　工　期

調　達　要　求　番　号

納地または工事場所

単位

物　品　番　号

部品番号　または　規格

仕　様　書　番　号

品名　または　件名

使　用　器　材　名

銘　　柄 使　用　期　限　等 グ　ル　ー　プ

搬　入　場　所

引　渡　場　所

指定 検査 包装

号第
  令和6年4月11日

                                契約担当官

                                陸上自衛隊小平学校

                                会計課長  井上　英雄

以下のとおり一般競争入札を実施するので、「入札及び契約心得」及び「契約条項」を承知のうえ参加されたい。
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小平校

令和7年3月31日（月）

管理課営繕班盛技官（内２８９）

0001

数 量

２　競争参加資格

　　次のいずれかであること

　　全省庁統一資格の「役務の提供等」に係る等級がA、B、C、D等級であること

　　ただし、細部は注意事項による。

３　契約条項を示す場所

　　陸上自衛隊小平学校総務部会計課事務室及び陸上自衛隊小平学校

４　説明会及び入札執行の日時場所

　　説明会日時場所：

　　入札日時場所　：令和6年4月25日（木）10時00分　陸上自衛隊小平学校入札室(80号庁舎1階

５　保証金

　　入札保証金：免除　契約保証金：免除

６　落札決定方式及び契約方式

　　落札決定方式：総品目総額　契約方式：一般競争

７　注意事項

（１）競争に参加する者に必要な事項

　　ア　令和４・５・６年度の全省庁統一資格において、等級が「役務の提供等」の「Ｄ」以上の者であること。（資格審査

　　　結果通知書の写しを入札前までに提出して下さい。）

　　イ　予算決算及び会計令第７０条・第７１条に該当しないものであること。（第７０条において未成年者・被保佐人・被

　　　補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は特別な理由がある場合に該当します。）

　　ウ　大臣官房衛生監、防衛政策局長、防衛装備庁長官又は陸上幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止措置

　　　等の要領」に基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

　　エ　前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の物品の売買又は

　　　製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。

　　オ　原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めない。ただし、真にやむを得ない事由を該当する省指名

　　　停止権者が認めた場合には、この限りでない。　

（２）入札条項を示す場所

　　　陸上自衛隊小平学校総務部会計課事務室　

（３）入札条件

　　ア　違　約　金　　：落札者が契約締結に応じない場合は、落札金額の１００分の５以上、契約者が契約を履行しない　

　　　　　　　　　　　場合は、契約金額の１００分の１０以上を違約金として徴収する。

　　イ　遅延賠償金　　：遅延１日につき契約金額の１０００分の１以上を徴収する。

　　ウ　落札決定方法　：総額（税抜き）とし、入札金額が予定価格以内の最低入札者を落札者とする。また、最低入札価格

　　　　　　　　　　　が予定価格に達しない場合は、再度入札を実施する。
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１　入札事項

公 告

空気調和機等点検保守

仕様書のとおり



　　　　　　　　　　　なお、落札者となるべき最低入札者が２人以上ある場合は、くじ引きにより落札者を決定する。　　

　　　　　　　　　　　くじを引く者がいない場合は、入札に関係のない職員によりくじ引きを実施する。

　　エ　契約書等　　　：落札者は落札決定後遅滞なく、陸上自衛隊駐屯地用標準契約書の様式により契約書を作成する。但

　　　　　　　　　　　し、会計法第２９条の８の但書に該当する場合、作成を省略できるものとする。　　　　　　　　　

　　オ　契約書書式　　：駐屯地標準契約役務請負契約条項を適応する。また、特約条項は、談合等の不正行為に関する　　

　　　　　　　　　　　　特約条項及び暴力団排除に関する特約条項に付す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（４）入札の無効

　　ア　入札参加資格のない者の入札

　　イ　入札金額、入札者氏名が識別し難い場合

　　ウ　電報、電話、ＦＡＸによる入札

　　エ　郵便入札の場合、期限までに到着しなかった入札

　　オ　その他入札に関する条件に違反した入札

　　カ　入札者が実施した「暴力団排除に関する誓約事項」について虚偽があった場合又は誓約に反する事態が生じた場合

（５）その他

　　ア　郵便等による入札は、資格審査結果通知書を添えて入札前日の１７：００担当者必着分までを有効とする。

　　イ　郵便等による入札があり、再度入札となった場合の再度入札の日時については別示する。

　　ウ　本公告掲載先：陸上自衛隊小平学校総務部会計課掲示板および陸上自衛隊小平学校・小平駐屯地ＨＰ

　　エ　入札及び契約事項に関する問合せ先

　　　　連絡先　　〒１８７－００４４　　東京都小平市喜平町２－３－１

　　　　陸上自衛隊小平学校　総務部会計課　契約班ＴＥＬ０４２（３２２）０６６１

　　　　内線３４８　担当　臼井　　　　　　　　　ＦＡＸ０４２（３２１）０６６４

　　オ　仕様書に関する問い合わせ先

　　　　陸上自衛隊小平学校　総務部管理課営繕班　

　　 　 連絡先　　ＴＥＬ０４２（３２２）０６６１（代表）内線２８９（担当：盛）

　



 

                  調達要求番号：第３号 

                  仕様書番 号：第５号 

                  作成年月 日：令和６年３月１３日 

                  作成部隊 名：陸上自衛隊小平学校 

                         総務部管理課 
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名  称 空気調和機等点検保守 図面番号  

図面名称 表        紙 尺  度  

 



仕  様  書 

 

１ 件  名：空気調和機等点検保守 

２ 場  所：東京都小平市喜平町２－３－１ 陸上自衛隊小平駐屯地 

３ 業務概要：空気調和機等の点検保守を実施する。 

４ 一般事項 

(1) 本仕様書に記載してある事項のほか、一般財団法人建築保全センター編集・発行 

「建築保全業務共通仕様書（最新版）」及び監督官の指示による。 

(2) 本仕様書及び図面に疑義が生じた場合は、監督官と協議を行いその指示に従うもの 

とする。 

(3) 現場の収まり等により、軽微な変更の必要性が生じた場合は、監督官と調整しその 

指示に従うものとする。ただし、請負金額、納期等の変更は行わないものとする。 

(4) 役務実施に関して、隊員及び部外者に傷害等を与えた場合、または施設等に汚損を 

与えた場合は、請負者の責任において復旧及び保障するものとする。 

(5) 使用材料は仮設材を除きすべて新品とし、監督官の検査を受け合格したものを使用 

する。 

(6) 請負者は、現場代理人等を指定し、関係法令に基づき現場の管理を行い防災に努め 

ること。 

(7) 作業現場及び許可された場所以外への無断立ち入り等は厳禁とする。 

(8) 役務写真は、各作業の作業前・作業中・作業後、使用材料及び施工後隠蔽になる箇所 

その他、監督官の指示する箇所を撮影し、整理の上１部提出するものとする。 

(9) 本役務に必要な申請及び提出書類は監督官の示す規格様式で作成し提出するものと 

する。 

(10)  撤去品が発生した場合、金属類発生材は、関係書類提出後監督官が指示する場所に 

搬入するものとし、その他は全ての廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき適正 

に処理するものとする。また、処理の結果は産業廃棄物管理票（Ａ、Ｂ₂、Ｄ、Ｅ）の 

写しを提出するものとする。 

(11) 役務完了後は、作業現場の後片付け及び清掃を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 1/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



５ 特記事項 

(1) 点検保守対象機器一覧 

 

 

 
 

 

 

建物 
番号 

規格・型式等 メーカー 空調能力 
数量 
（台） 

２ 

パッケージ形空気調和機 
ＡＣＰ－１ 
ＲＸＹＪ３６４ＫＤ１ 
ＲＸＹＪ３６４ＫＤ２ 
ＡＣＰ－２ 
ＲＸＹＪ４４８ＫＤ１ 
ＲＸＹＪ４４８ＫＤ２ 
氷蓄熱ユニット（ＡＣＰ－２） 
ＴＳＳＪ５６０ＫＧ 
ＡＣＰ－３ 
ＲＸＹＪ２８０ＫＣ 
ＲＮＹＪ２８０ＫＣ 
ＡＣＰ－４ 
ＲＸＹＪ３６４ＫＤ１ 
ＲＸＹＪ３６４ＫＤ２ 
ＡＣＰ－５ 
ＲＳＸＹＪ１４０ＫＣ 
ＡＣＰ－６ 
ＲＳＸＹＪ１４０ＫＣ 
ＡＣＰ－７ 
ＲＳＸＹＪ１１２ＫＣ 

ﾀﾞｲｷﾝ 

冷房能力４４．８ＫＷ 

（ＡＣＰ－２、氷蓄熱ﾕﾆｯﾄ） 

１ 

（１） 

冷房能力３６．４ＫＷ（ＡＣＰ

－１、４） 
２ 

冷房能力２８．０ＫＷ（ＡＣＰ

－３） 
１ 

冷房能力１４．０ＫＷ（ＡＣＰ

－５、６） 
２ 

冷房能力１１．２ＫＷ（ＡＣＰ

－７） 
１ 

室内機 
ＦＸＹＦＪ１４０ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ１１２ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ８０ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ７１ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ５６ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ４５ＫＤ 
ＦＸＹＦＪ２８ＫＤ 
ＦＸＹＣＪ２２ＫＣ 

冷房能力２．１ＫＷ～ 

       １２．８ＫＷ 
５１ 

３９ 

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 

ＳＧＰ－Ｈ５６０Ｓ１ＧＤ 
ＳＧＰ－Ｈ４５０Ｓ１ＧＤ 
ＳＧＰ－Ｈ３５５Ｍ３ＧＤ 

三洋電機 

冷房能力５６．０ＫＷ ９ 

冷房能力４５．０ＫＷ ５ 

冷房能力３５．５ＫＷ １ 

室内機 
 ＳＧＰ－２８Ｓ１～１６０Ｓ１ 

冷房能力２．８ＫＷ～ 
       １６．０ＫＷ 

１１０ 

４８ 

チリングユニット 
ＵＷＪ６００ＡＲ 

ﾀﾞｲｷﾝ 冷却能力５３．０ＫＷ １ 

冷却塔（開放型） 
ＳＢＣ－２０ＥＳ 荏原ｼﾝﾜ 冷却能力８３．７２ＫＷ １ 

５０ 

小型吸収式冷温水機ユニット 
Ｔ４０Ｓ２ タクマ 冷凍能力１２６ＫＷ １ 

冷却塔（開放型） 
ＳＢＷ－４０ＥＳ 荏原ｼﾝﾜ 冷却能力２３４ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨＵ－１００Ｓ 暖冷工業 

冷却能力４８．５ＫＷ 
加熱能力３９．７ＫＷ 

１ 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 2/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物 
番号 

規格・型式等 メーカー 空調能力 
数量 
（台） 

５６ 
パッケージ形空気調和機 
ＳＲＹ４０ＪＡ ダイキン 冷房能力３５．２ＫＷ １ 

５７ 

チリングユニット 
ＲＣＵ２０Ｗ１Ｂ 
ＲＣＵ３０Ｗ１Ｂ 

日 立 

冷却能力４６，０００kcal/ｈ １ 

冷却能力６４，０００kcal/ｈ １ 

冷却塔（開放型） 
ＭＴ－５０１４ＬＫ 

冷却能力６８ＫＷ １ 

ユニット形空気調和機 
ＲＡＣ－２８４ＤＸ２ 

ダイキン 冷暖房兼用天井埋込形 １ 

６４ 

吸収式冷凍機 
Ｔ１００－Ｓ２ 

タクマ 冷却能力３４８．８ＫＷ ２ 

冷却塔（開放型） 
ＳＫＢ－１００ＰＧＲ 

空 研 冷却能力６４２．６ＫＷ １ 

６６ 

吸収式冷凍機 
ＣＨ－Ｖ１００ＳＴ ヤザキ 冷却能力２８８ＫＷ ２ 

冷却塔（開放型） 
ＳＫＢ－８５ＧＲ 

空 研 冷却能力５２９．５ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
（冷温水コイル） 
ＤＨ－３２ 

東 芝 

 
冷却能力２４６．５５ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
（蒸気コイル） 
ＤＨ－８０ 

 
加熱能力２９４.２０ＫＷ 
 

１ 

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 
ＴＧＮＪ２２４Ａ１Ｎ 

アイシン 

冷房能力１６．０ＫＷ ２ 

室内機 
 ＴＫＴＪ８０Ｍ３ 
 ＴＫＴＪ９０Ｍ３ 

冷房能力８．０、９．０ＫＷ ４ 

ヒートポンプ式パッケージ型空気調和機 
ＲＡＳ－ＡＰ２２４ＳＨ３ 

日 立 

冷房能力２２.４ＫＷ １ 

室内機 
 ＲＣＩ－ＧＰ５６Ｋ３ 冷房能力５．６ＫＷ ４ 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 3/29 
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建物 
番号 

規格・型式等 メーカー 空調能力 
数量 
（台） 

６６ 

ヒートポンプ式パッケージ型空気調和機 
ＲＱＹＰ２２４ＦＢ 

ダイキン 冷却能力２２.４ＫＷ １ 

室内機 
  ＦＸＹＣＰ５６ＥＡ 
  ＦＸＹＣＰ２２ＥＡ 

 
冷房能力５．６ＫＷ、３．６Ｋ
Ｗ 

５ 

ヒートポンプ式パッケージ型空気調和機 
ＲＱＹＰ２２４ＦＣ 

ダイキン 

冷房能力２２.４ＫＷ １ 

室内機 
  ＦＸＹＦＰ５６ＮＢ 
  ＦＸＹＣＰ２２ＥＢ 

冷房能力５．６ＫＷ、２．２Ｋ
Ｗ 

５ 

７５ 

パッケージ形空気調和機 

 ＡＣＰ－１ 
 ＲＱＹＰ２８０ＦＣ 

ダイキン 

冷房能力２８.０ＫＷ １ 

室内機 
 ＦＸＹＦＰ５６ＮＢ 
 ＦＸＹＣＰ４５ＥＢ 
 ＦＸＹＣＰ３６ＥＢ 
 ＦＸＹＣＰ２８ＥＢ 
 ＦＸＹＣＰ２２ＥＢ 

冷房能力２．２ＫＷ～ 

５．６ＫＷ 
９ 

８０ 

直だき吸収冷温水機 
ＣＨ－ＭＧ１８０ 

ヤザキ 冷凍能力６２６ＫＷ １ 

冷却塔（開放型） 
ＳＤＷ－Ｕ１７５ＡＳＤ エバラ 冷却能力１，１６０ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨＵ－６０ＦＭ-Ｋ 

暖冷工業 

（冷）１８．５ＫＷ 
（暖）８．１ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－７０ＣＡ 

（冷）３３．４ＫＷ 
（暖）１８．１ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１００ＣＡ 

（冷）３５．５ＫＷ 
（暖）９．０ＫＷ １ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１００ＣＡ 

（冷）３０．１ＫＷ 
（暖）１０．２ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１３０ＣＡ 

（冷）４０．６ＫＷ 
（暖）２５．０ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１６０ＣＡ 

（冷）６５．２ＫＷ 
（暖）２５．８ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１６０ＣＡ 

（冷）５４．７ＫＷ 
（暖）２０．４ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨ－１６０ＣＡ 

（冷）４８．７ＫＷ 
（暖）２０．８ＫＷ 

１ 

エアハンドリングユニット 
ＤＨＵ－１８０ＦＭ-Ｋ 

（冷）１４６．６ＫＷ 
（暖）９６．１ＫＷ 

１ 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 4/29 
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  エ 点検結果に応じ実施する保守の範囲は、次のとおりとする。 

 (ｱ) 汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃 

   (ｲ) 取付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整 

   (ｳ) ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増締め 

   (ｴ) 次に示す消耗部品の交換又は補充 

     ・ 潤滑油、グリス、充填油等 

・ ランプ類、ヒューズ類 

・ パッキン、ガスケット、Ｏリング類 

     ・ 精製水 

   (ｵ) 接触部分、回転部分等への注油 

   (ｶ) 軽微な損傷がある部分の補修 

   (ｷ) 塗装（タッチペイント） 

(ｸ) たるみ等のあるＶベルト（支給品）の交換 

(3) 業務内容 

  ア 点検周期                    

  
 
 

 

 

 

 

区   分 点検内容(点検周期) 実施予定時期 

チリングユニット 
シーズンイン点検：年１回 
シーズンオフ点検：年１回 

５月中旬 
１０月中旬 

吸収式冷凍機 

シーズンイン点検：年１回 
シーズンオン点検：運転期間中に年１回 

（６４号のみ） 
シーズンオフ点検：年１回 

５月中旬 
運転期間中 
１０月中旬 

小型吸収冷温水機ユニット 
シーズンイン点検：年２回 
シーズンオン点検：運転期間中に年１回 

５月中旬 
１０月中旬 
運転期間中 

パッケージ形空気調和機 

シーズンイン点検：年２回（２号、６６号、 
７５号） 
シーズンイン点検：年１回（５６号のみ） 
シーズンオフ点検：年１回（５６号のみ） 

５月中旬 
１０月中旬 

ガスエンジンヒートポンプ式 
空気調和機 シーズンイン点検：年２回（６６号のみ年１回） 

５月中旬 
１０月中旬 

氷蓄熱ユニット 
シーズンイン点検：年１回 
シーズンオフ点検：年１回 

５月中旬 
１０月中旬 

直だき吸収冷温水機 
シーズンイン点検：年２回 
シーズンオフ点検：年２回 

５月中旬 
１０月中旬 

冷却塔(開放型) 
シーズンイン点検：年１回 
シーズンオフ点検：年１回 

５月中旬 
１０月中旬 

ユニット形空気調和機   

(エアハンドリングユニット) 
シーズンイン点検：年２回 

５月中旬 
１０月中旬 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 5/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



 

  イ チリングユニットの点検保守要領は、別表１による。 

  ウ 吸収式冷凍機の点検保守要領は、別表２による。 

  エ 小型吸収式冷温水機ユニットの点検保守要領は、別表３による。 

オ パッケージ形空気調和機の点検保守要領は、別表４による。 

  カ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機の点検保守要領は、別表５による。 

  キ 氷蓄熱ユニットの点検保守要領は、別表６による。 

  ク 直だき吸収冷温水機の点検保守要領は、別表７による。 

  ケ 冷却塔の点検保守要領は、別表８による。 

  コ ユニット形空気調和機（エアハンドリングユニット）の点検保守要領は、別表９ 

による。 

  サ 案内図・配置図は別図による。 

  シ 点検終了後、点検報告書を２部提出する。 

  ス 緊急故障時には必要な措置を実施すると共に、原因を速やかに究明し、軽易な部 

品等の交換で修理が見込まれる場合は請負業者の責において修理を実施する。 

セ ５月中旬のシーズンイン点検（冷房）は、５月３１日までに点検を完了させること。 

ソ １０月中旬のシーズンイン点検（暖房）は、１０月３１日までに点検を完了させ 

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 6/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表１ 

 チリングユニット（１／２） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

 

 

２ 外観の状況 

 (1) 本体 

 (2) 保冷材 

３ 内部の状況 

    熱交換器 

４ 付属品 

 (1) 温度計・圧力計 

 

 

 (2) 安全弁 

５ 電気系統 

 (1) 操作回路・動力 

  回路 

 (2) 端子 

 (3) クランクケース 

  ヒータ 

 (4) 操作盤 

 (5) 電磁開閉器 

 (6) 接地 

 

６ 保安装置 

 (1) 圧力開閉器 

 (2) 吐出ガス温度サ 

  ーモスタット 

 (3) 断水リレー 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みの有無を点検す

る。 

③ 防振材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無を点検す 

 る。 

 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。 

 損傷及び脱落の有無を点検する。 

 

 フィンコイルの汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 

① 正常値を指示していることを点検する。 

② 取付け部等の漏れの有無を点検する。 

③ 汚れ及び損傷の有無を点検する。 

 漏れの有無及び作動の良否を点検する。 

 

 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 緩み、変色及び破損の有無を点検する。 

① 温度の異常の有無を点検する。 

② 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を点検する。 

 異常音及び劣化の有無を点検する。 

① 断線及び緩みの有無を点検する。 

② 接地抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 設定値で作動することを確認する。 

 作動の良否を点検する。 

  

 作動の良否を点検する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 
 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 7/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表１ 

 チリングユニット（２／２） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

 (4) インターロック 

 (5) 冷水凍結防止サ 

  ーモスタット 

 (6) 可溶栓 

７ 冷媒系統 

 

８ 潤滑油系統 

９ 冷水及び冷却水系 

 統 

10 排水系統 

11 運転調整 

 (1) 音・振動 

 (2) 電源電圧・電流 

 

 

 

 (3) 冷媒ガス 

 

 

 (4) 冷凍機油 

 

 (5) 熱交換状況 

 

 (6) 自動制御 

 

12 保存 

 作動の良否を点検する。 

 作動の良否を点検する。 

 

 変形、損傷等の有無を点検する。 

① ガス漏れの有無を点検する。 

② 配管の損傷、接触、磨耗、腐食等の有無を点検する。 

 油の汚れの有無及び油量の適否を点検する。 

① 漏れの有無を点検する。 

② 弁の開閉の良否を点検する。 

 通水試験を行い、流れに支障のないことを確認する。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 運転時における主電源電圧の変動が、規定値内にあるこ 

 とを確認する。 

② 主電流、圧縮機電流及び送風機電流が、規定値以下にあ 

 ることを確認する。 

 高圧側及び低圧側の圧力、温度等の冷媒ガスの状態を把握 

するために必要な計測を行い、その値が許容範囲内にあるこ 

とを確認する。 

 油圧、温度等を計測し、その値が許容範囲内にあることを

確認する。 

 冷媒、冷却水及び冷水の温度等を点検し、熱交換状況が正

常であることを確認する。 

 温度、圧力、容量及びタイマー制御が設定値で作動するこ

とを確認する。 

 水系統（排水系統を除く）は、確実に水を抜いたうえ保存す

る。 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｵﾌ 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 8/29 
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別表２ 

 吸収式冷凍機（１／３） 

 シーズンイン・オン（６４号のみ）・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

 

２ 外観の状況 

 (1) 本体 

 (2) 保温材・保冷材 

３ 付属品 

温度計・圧力計 

 

 

４ 気密確認 

５ 電気系統 

 (1) 操作回路・電動 

  機回路（密閉ポン 

  プ・抽気ポンプ） 

 (2) 端子 

 (3) タイマー 

 

 (4) サーマルリレー 

  

(5) 電極棒 

 

 

 (6) 操作盤 

(7) 接地 

 

６ 保安装置 

 (1) 作動試験 

 (2) インターロック 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みの有無を点検す 

 る。 

③取付け状態を点検する。 

 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。 

 損傷及び脱落の有無を点検する。 

 

① 正常値を指示していることを確認する。 

② 取付け部等の漏れの有無を点検する。 

③ 汚れ及び損傷の有無を点検する。 

 機内圧力が規定値以内であることを確認する。 

 

 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

（30V 未満の回路は除く） 

 

 緩み、変色及び破損の有無を点検する。 

 起動制限、遅延、その他のタイマーが設定値で作動するこ 

とを確認する。 

 キャンドポンプ及び抽気ポンプ用サーマルリレーの設定値 

を確認する。 

① 電極棒の機能を点検する。 

② 必要に応じて電極棒を抜取り、亀裂または折損の有無を 

点検する。 

 盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を点検する。 

① 断線及び緩みの有無を点検する。 

② 接地抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 リレー及び保護装置が規定値で作動することを確認する。 

 作動の良否を点検する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｵﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｵﾌ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 
 
 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 9/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表２ 

 吸収冷凍機（２／３） 

 シーズンイン・オン（６４号のみ）・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

７ 蒸気圧力調整弁 

 

 

８ 冷水及び冷却水系 

 統 

 

９ 運転調整 

 (1) 音・振動 

(2) 電流・電圧 

 

 

 (3) 電動機 

 (4) 自動制御 

 (5) 熱源 

 

 

 (6) 熱交換器 

 

 

 

10 真空気密 

 (1) 抽気ポンプ 

 

 

(2) 抽気系統  

 

(3) パラジウムセル 

  ユニット 

(4) リーク試験 

(5) 真空引き 

① リンク装置の緩みの有無を点検する。 

② 実作動及び擬似回路により作動させ、その良否を点検す 

 る。 

① 弁の開閉の良否を点検する。 

② 冷水及び冷却水系統の各水室部に水漏れのないことを確 

 認する。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 運転時における主電源電圧の変動が、規定値内にあるこ 

 とを確認する。 

② 運転電流が規定値以下にあることを確認する。 

 電動機の回転方向が正しいことを確認する。 

 蒸気調整弁が設定温度で段階的に作動することを確認する 

① 供給蒸気の１次圧力が規定の許容範囲内にあることを確 

 認する。 

② 非通電時に、蒸気制御弁にリークのないことを確認する。 

① 冷水及び冷却水の入口温度及び出口温度、溶液温度、溶 

液濃度、凝縮温度、蒸発温度等を測定し、その値が許容範 

 囲内にあることを確認する。 

② 不凝縮ガスの混入及び冷却管の汚れの有無を点検する。 

 

① 起動時に固着及び異常音がなく、抽気能力に異常のない 

 ことを確認する。 

② ベルトの張りの良否及び油面の適否を点検する。 

 抽気用弁を手動で全開にし、真空計の変化から開通してい 

ることを確認する。 

 パラジウムセル部の焼損及び劣化の有無を点検する。 

 

 抽気ポンプで機内に不凝縮ガスのないことを確認する。 

 抽気ポンプを用いて機内を所定の圧力まで抽気する。 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 
 
 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 10/29 
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別表２ 

 吸収式冷凍機（３／３） 

 シーズンイン・オン（６４号のみ）・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

11 冷媒・吸収剤 

 

 

12 熱交換器 

 

 

13 機器用水質 

14 保存 

 (1) 真空系統 

 

 (2) 冷水及び冷却水 

  系統 

(3) 溶液希釈 

① 攪拌した溶液を適量採取し、腐食防止剤濃度及びアルカ 

 リ度が規定の許容範囲内にあることを確認する。 

② 溶液に汚れのないことを確認する。 

① 伝熱管のスケール付着の有無を点検する。 

② 伝熱管の腐食の有無を点検する。 

③ 水室の汚れ及び腐食の有無を点検する。 

 ストレーナー、ダートトラップ等の水回路の水洗いを行う。 

 

 機内真空部を所定の圧力まで下げ窒素ガスを封入して大気 

圧力以上に加圧し、保存する。 

 満水または乾燥のうえ保存する。満水保存の場合は、さび 

止め剤を規定の濃度まで注入する。 

 冷媒液は全て溶液に混入させ、希釈されていることを確認 

する。 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｵﾌ 

 

ｵﾌ 

 

ｵﾌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 11/29 
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別表３ 

 小型吸収式冷温水機ユニット（１／３） 

 シーズンイン・オン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

２ 外観状況 

３ 内部の状況 

 (1) 燃焼室 

 (2) 熱交換器 

４ 付属品 

附属弁 

５ 動力盤 

 

 

６ 機内盤・遠隔操作 

 盤 

７ 電気系統 

 (1) 操作回路・ヒー 

  ター回路・電動機 

  回路（キャンドポ 

  ンプ、バーナーモ 

  ーター） 

 (2) 端子 

 (3) サーマルリレー 

 

 (4) 温度調節器 

 (5) 操作盤 

 (6) 接地 

 

８ 保安装置 

 (1) 作動試験 

 (2) インターロック 

① 亀裂・沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

③ 取付け状態を点検する。 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。 

 

 燃焼室内の汚れを点検する。 

 スケール付着の有無を点検する。 

 

 弁の開閉の良否を点検する。 

① 冷房又は暖房の切換えが正しいことを確認する。 

② 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

③ 作動の良否を点検する。 

 作動の良否を点検する 

 

 

 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

（30V 未満の回路は除く） 

 

 

 

 緩み、変色及び損傷の有無を点検する。 

 キャンドポンプ及びバーナーモーター用サーマルリレーの 

設定値を確認する。 

 所定の設定値で作動することを確認する。 

盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を点検する。 

① 断線及び緩みの有無を点検する。 

② 接地抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 リレー及び保護装置が規定値で作動することを確認する。 

 作動の良否を点検する。 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

ｲﾝ 

 

 

 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 
 
 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 12/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表３ 

 小型吸収式冷温水機ユニット（２／３） 

 シーズンイン・オン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

９ 燃焼装置 

 (1) 燃焼系統配管・ 

  弁 

  

(2) 燃焼監視制御装 

  置 

 (3) バーナー 

 

 

 

 

 

(4) 火炎検知器 

 

 

 

 (5) ストレーナー 

 (6) 地震感知器 

 

10 冷温水及び冷却水 

 系統 

 

 

11 運転調整 

 (1) 音・振動 

 (2) 電流・電圧 

  

 

(3) 温度制御  

 

① 油燃料の場合は、油配管継手部並びにバーナー停止時の 

 ノズルチップからの油の滴下量を確認する。 

② 弁の開閉の良否を確認する。 

 作動の良否を点検する。 

 

① 油燃料の場合は、炎口部を清掃する。 

② 油燃料の場合は、ノズル、燃焼筒等の焼損及び変形の有 

 無を点検する。 

③ 直接点火のバーナーは、点火トランス、電極棒及び高圧 

 リード線の損傷等、絶縁碍子の亀裂の有無並びに絶縁の良 

 否を確認する。 

① 光電セル又は紫外線検出方式は、受光面の汚れ、亀裂等 

 の有無並びに絶縁の良否を確認する。 

② フレームロッドの整流方式は、汚れ、絶縁碍子の亀裂の 

 有無並びに絶縁の良否を確認する。 

 詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 小型吸収冷温水機ユニット運転時に作動テストを行い、自

動的に燃焼が停止することを確認する。 

① 出口及び入口の圧力損失が規定値内にあることを確認す 

 る。 

② 各水室部に水漏れのないことを確認する。 

③ 暖房時前の場合は、冷却水系の水抜きを確認する。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 運転時における主電源電圧の変動が規定値内にあること 

 を確認する。 

② 運転電流が規定値以下であることを確認する。 

 設定温度で作動することを確認する。 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 13/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表３ 

 小型吸収式冷温水機ユニット（３／３） 

 シーズンイン・オン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

(4) 燃焼状態 

  

 

 

 

 

(5) 電動機 

 (6) 熱交換器 

 

 

 

12 真空気密 

 

 

13 冷媒・吸収剤 

① 正常に着火することを確認する。 

② フレーム電流を測定し、その良否を確認する。 

③ 排ガス中の酸素濃度及び一酸化炭素濃度、排ガス温度、 

 ドラフト、燃料圧力、燃料消費量等を測定し、その値が規 

 定の許容範囲内にあることを確認する。なお、油だきは、 

 スモークスケールの有無を確認する。 

 回転方向が正しいことを確認する。 

① 冷水及び冷却水の入口温度及び出口温度、溶液温度、溶 

 液濃度、凝縮温度、蒸発温度等を測定し、その値が許容範 

 囲内にあることを確認する。 

② 不凝縮ガスの混入及び冷却管の汚れの有無を点検する。 

① 抽気ポンプで機内の不凝縮ガスを採取し、規定値以下に 

 あることを確認する。 

② パラジウムセル部の焼損及び劣化の有無を点検する。 

① 攪拌した溶液を適量採取し、腐食防止剤濃度及びアルカ 

リ濃度が規定の許容範囲内にあることを確認する。 

② 溶液に汚れのないことを確認する。 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｲﾝ･ｵﾝ 

 

ｲﾝ･ｵﾝ 

ｵﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 14/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表４ 

 パッケージ形空気調和機（１／２） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

２ 外観の状況 

３ 冷房切替え 

 

４ 暖房切替え 

 

５ 水系統 

 (1) 加湿用給水 

 

 (2) ドレンパン 

 (3) ドレン排水 

６ 電気系統 

 (1) 操作回路・動力 

  回路 

 (2) 端子 

 (3) 操作盤 

 (4) ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀ 

７ 送風機 

 (1) Ｖベルト 

 (2) 軸受 

 (3) 羽根車 

 (4) 電動機 

８ エアフィルター 

 (1) ろ材 

 (2) 枠 

９ 冷媒系統 

 

① 亀裂、沈下等の異常の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

③ 防振材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無を点検する。 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。(室外機含む) 

 補助電気ヒーター及び加湿器の電源遮断、自動制御機器の 

切替え並びに作動確認を行う。 

 補助電気ヒーター及び加湿器の電源投入、自動制御機器の

切換え並びに作動確認を行う。 

 

① 弁の開閉を確認する。 

② 漏れ及び汚れのないことを確認する。 

 汚れ、さび、腐食等の有無を点検する。 

 本体のドレン排水確認を行い、支障のないことを確認する。 

 

 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 緩み及び変色の有無を点検する。 

 盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を確認する。 

 通電、発熱状態に異常のないことを点検する。（空調機含む） 

 

 緩み、亀裂、磨耗等の有無を点検する。 

 異常音、異常振動等の有無を点検する。 

 汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 回転方向が正しいこと確認する。 

 

 詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 変形、腐食等の有無を点検する。 

① ガス漏れの有無を点検する。(室外機含む) 

② 配管の損傷等の有無を点検する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

 
 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 15/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表４ 

 パッケージ形空気調和機（２／２） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

10 熱交換器 

 

 

11 加湿器 

 

12 保安装置 

 (1) インターロック 

 

 (2) 圧力開閉器 

 (3) 可溶栓又は安全 

  弁 

 (4) 温度ヒューズ 

 (5) 過熱防止器 

 (6) 圧力計 

13 自動制御機器 

 

14 運転調整 

 (1) 音・振動 

 (2) 電源電圧 

 

 

 (3) 運転電流 

 

 

 (4) 冷凍機油 

(5) 熱交換状況 

 

 (6) 除霜装置 

15 保存 

① ファンコイル及び凝縮器の汚れ、損傷等の有無を点検す 

 る。(室外機含む) 

② 補助ヒーターの汚れ、損傷等の有無を点検する。 

① 作動の良否を点検する。 

② 汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 

 室内送風機運転と補助電源ヒーターが連動して作動するこ 

とを確認する。 

 作動の良否を確認する。 

 ガス漏れ、変形等の有無を確認する。 

 

 溶断、変形及び変色の有無を点検する。 

 作動の良否を確認する。 

 指示値が正常であることを確認する。 

 温度調節器、湿度調節器、タイマー制御、圧力制御及び容量

制御が設定値で作動することを確認する。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 供給電源電圧に異常がないことを確認する。 

② 運転時における電圧変動が規定値内にあることを確認す 

 る。 

① 主電流及び圧縮機電流が定格以下にあることを確認する 

② 送風機及び加湿器の電流に異常がないことを確認する。 

③ 電源ヒーターの電流が定格値にあることを確認する。 

 汚損、劣化及び油量の適否を点検する。 

 冷媒、室外機及び室内機の吹出し空気温度を点検し、熱交 

換状況が正常であることを確認する。 

 検地作動及び四方弁動作の良否を点検する。 

 冷却水・加湿系統（排水系統を除く）の水を排出し保存す 

る。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｵﾌ 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 16/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表５ 

 ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機（１／２） 

 １ シーズンイン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

２ 外観の状況 

３ 冷房切替え 

 

４ 暖房切替え 

 

５ 水系統 

 (1) 加湿用給水 

 

 (2) ドレンパン 

 (3) ドレン排水 

６ 電気系統 

 (1) 操作回路・動力 

  回路 

 (2) 端子 

 (3) 操作盤 

 (4) ｸﾗﾝｸｹｰｽﾋｰﾀ 

７ 送風機 

 (1) Ｖベルト 

 (2) 軸受 

 (3) 羽根車 

 (4) 電動機 

８ エアフィルター 

 (1) ろ材 

 (2) 枠 

９ 冷媒系統 

 

① 亀裂、沈下等の異常の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

③ 防振材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無を点検する。 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。(室外機含む) 

 補助電気ヒーター及び加湿器の電源遮断、自動制御機器の 

切替え並びに作動確認を行う。 

 補助電気ヒーター及び加湿器の電源投入、自動制御機器の

切換え並びに作動確認を行う。 

 

① 弁の開閉を確認する。 

② 漏れ及び汚れのないことを確認する。 

 汚れ、さび、腐食等の有無を点検する。 

 本体のドレン排水確認を行い、支障のないことを確認する。 

 

 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 緩み及び変色の有無を点検する。 

 盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を確認する。 

 通電、発熱状態に異常のないことを点検する。（空調機含む） 

 

 緩み、亀裂、磨耗等の有無を点検する。 

 異常音、異常振動等の有無を点検する。 

 汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 回転方向が正しいこと確認する。 

 

 詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 変形、腐食等の有無を点検する。 

① ガス漏れの有無を点検する。(室外機含む) 

② 配管の損傷等の有無を点検する。 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 17/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表５ 

 ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機（２／２） 

 １ シーズンイン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

10 熱交換器 

 

 

11 加湿器 

 

12 保安装置 

 (1) インターロック 

 

 (2) 圧力開閉器 

 (3) 可溶栓又は安全 

  弁 

 (4) 温度ヒューズ 

 (5) 過熱防止器 

 (6) 圧力計 

13 自動制御機器 

 

14 運転調整 

 (1) 音・振動 

 (2) 電源電圧 

 

 

 (3) 運転電流 

 

 

 (4) 冷凍機油 

(5) 熱交換状況 

 

 (6) 除霜装置 

 

① ファンコイル及び凝縮器の汚れ、損傷等の有無を点検す 

 る。(室外機含む) 

② 補助ヒーターの汚れ、損傷等の有無を点検する。 

① 作動の良否を点検する。 

② 汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 

 室内送風機運転と補助電源ヒーターが連動して作動するこ 

とを確認する。 

 作動の良否を確認する。 

 ガス漏れ、変形等の有無を確認する。 

 

 溶断、変形及び変色の有無を点検する。 

 作動の良否を確認する。 

 指示値が正常であることを確認する。 

 温度調節器、湿度調節器、タイマー制御、圧力制御及び容量

制御が設定値で作動することを確認する。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 供給電源電圧に異常がないことを確認する。 

② 運転時における電圧変動が規定値内にあることを確認す 

 る。 

① 主電流及び圧縮機電流が定格以下にあることを確認する 

② 送風機及び加湿器の電流に異常がないことを確認する。 

③ 電源ヒーターの電流が定格値にあることを確認する。 

 汚損、劣化及び油量の適否を点検する。 

 冷媒、室外機及び室内機の吹出し空気温度を点検し、熱交 

換状況が正常であることを確認する。 

 検地作動及び四方弁動作の良否を点検する。 

  

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 18/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表６ 

 氷蓄熱ユニット（１／１） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

２ タンク 

３ 氷生成装置 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みの有無を点検する 

③ 防振材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無を点検する 

 水漏れ及び外面の錆、腐食、損傷等の有無を点検する。 

 熱交換器部分の汚れ、破損等の有無を点検する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 19/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表７ 

 直だき吸収冷温水機（１／４） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

２ 外観の状況 

 (1) 本体 

 (2) 保温材・保冷材 

３ 内部の状況 

 (1) 燃焼室 

 

 

 

 (2) 熱交換器 

 

 

４ 付属品 

 (1) 温度計・圧力計 

 

 

 (2) 付属弁 

 

 

５ 動力盤 

 

 

６ 電気系統 

 (1) 操作回路・ヒー 

  ター回路・電動機 

  回路 

(2) 端子 

(3) タイマー 

 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。 

 損傷及び脱落の有無を点検する。 

 

① 焼損及び燃焼ガスのリークの有無を点検する。 

② 耐火材の亀裂、脱落等の有無を点検する。 

③ 燃焼室内部の腐食及び汚れの有無を点検する。 

④ 燃焼ガス出口部の腐食の有無を点検する。 

① 伝熱管のスケール付着の有無を点検する。 

② 伝熱管の腐食の有無を点検する。 

③ 水室の汚れ及び腐食の有無を点検する。 

 

① 正常値を指示していることを確認する。 

② 取付け部等の漏れの有無を点検する。 

③ 汚れ及び損傷の有無を点検する。 

① 弁の開閉の良否を点検する。 

② 調整弁が、冷房又は暖房運転時の調整開度であることを 

 確認する。 

① 冷房又は暖房の切換えが正しいことを確認する。 

② 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

③ 作動の良否を点検する。 

 

絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

（30V 未満の回路は除く） 

 

 緩み、変色及び損傷の有無を点検する。 

 起動制限、遅延、その他のタイマーが設定値で作動するこ

とを確認する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 20/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表７ 

 直だき吸収冷温水機（２／４） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

(4) サーマルリレー 

  

(5) 電極棒 

 (6) 操作盤 

(7) 接地 

 

７ 保安装置 

 (1) 作動試験 

 (2) インターロック 

８ 燃焼装置 

 (1) 燃料系統配管 

 

 

 

 

 (2) 弁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) バーナー 

 

 キャンドポンプ、抽気ポンプ、ブロワー及び油ポンプ用サ 

ーマルリレーの設定値を確認する。 

 機能を点検する。 

 盤内の汚れ、異物の付着、緩み及び変形の有無を点検する。 

① 断線及び緩みの有無を点検する。 

② 接地抵抗を測定し、その良否を確認する。 

 

 リレー及び保護装置が規定値で作動することを確認する。 

 作動の良否を点検する。 

 

① 油燃料の場合は、油配管継手部からの油の滴下のないこ 

 とを確認する。 

② ガス燃料の場合は、（一社）日本冷凍空調工業会規格ＪＲ 

 Ａ４００４（ガス吸収冷温水機安全基準）に定められた方 

 法により外部漏れを確認する。 

① 油燃料の場合は、電磁弁非通電時に、ノズルからの油垂 

 れがないことを確認する。 

② ガス燃料の場合は、（一社）日本冷凍空調工業会規格ＪＡ 

Ｒ４００４（ガス吸収冷温水機安全基準）に示す方法によ

る弁越リーク量が基準以内であることを確認する。 

③ ガス燃料の場合は、電動ボール弁、主遮断弁及びパイロ 

 ット電磁弁の開閉の良否を点検する。 

④ 異常時に規定値で作動することを確認する。 

⑤ 通電時にチャタリング、過熱、異常音等の有無を確認す 

 る。 

① 耐火材の亀裂及び欠損の有無を点検する。 

② ヘッド部の焼損及び変形の有無を点検する。 

③ ノズルを取外し、洗油又はシンナーで清掃する。 

④ 点火トランス、電極棒及び高圧リード線の損傷等及び絶 

 縁碍子の亀裂の有無並びに絶縁の良否を確認する。 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 21/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表７ 

 直だき吸収冷温水機（３／４） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

(4) リンク機構 

 

 (5) 火炎検知器 

 

 

 

 (6) ストレーナー 

 (7) 地震感知器 

 

９ 冷温水及び冷却水 

 系統 

 

 

10 運転調整 

 (1) 音・振動 

 (2) 電流・電圧 

 

 

 (3) 電動機 

 (4) 温度制御 

 (5) 燃焼制御 

 

 (6) 燃焼状態 

 

① 動作の良否を点検する。 

② ボールジョイントの緩み及び損傷の有無を点検する。 

① 光電セル又は紫外線検出方式は、受光面の汚れ、亀裂等 

 の有無並びに絶縁の良否を確認する。 

② フレームロッド方式は、汚れ及び絶縁碍子の亀裂の有無 

 並びに絶縁の良否を確認する。 

 詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 直だき吸収冷温水機運転時に作動テストを行い、自動的に 

燃焼が停止することを確認する。 

① 出口及び入口の圧力損失が規定値内にあることを確認す 

 る。 

② 各水室部に水漏れのないことを確認する。 

③ 暖房時前の場合は、冷却水系の水抜き確認を行う。 

 

 異常のないことを確認する。 

① 運転時における主電源電圧の変動が、規定値内にあるこ 

とを確認する。 

② 運転電流が規定値以下であることを確認する。 

 電動機の回転方向が正しいことを確認する。 

 設定温度で作動することを確認する。 

 プレパージ時間、着火タイミング、失火動作指令等の作動 

の良否を点検する。 

① 正常に着火することを確認する。 

② メインバーナーの火炎が安定しており、異常振動及び異

常音がないことを確認する。 

③ フレーム電流を測定し、その良否を確認する。 

④ 排ガス中の酸素濃度及び一酸化炭素濃度、排ガス温度、

ドラフト、燃料圧力、燃料消費量等を測定し、その値が規定

の許容範囲内にあることを確認する。なお、油だきはスモ

ークスケールの有無を点検する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 22/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表７ 

 直だき吸収冷温水機（４／４） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

(7) 熱交換器 

 

 

 

11 真空気密 

 (1) 抽気ポンプ 

 

 

 (2) 抽気系統 

 

 (3) パラジウムセル 

  ユニット 

 (4) リーク試験 

12 冷媒・吸収剤 

 

 

13 機器用水質 

14 保存 

 (1) 真空系統 

 (2) 冷温水及び冷却 

  水系統 

 (3) 溶液希釈 

① 冷水及び冷却水の入口温度及び出口温度、溶液温度、溶

液濃度、凝縮温度、蒸発温度等を測定し、その値が許容範囲

内にあることを確認する。 

② 不凝縮ガスの混入及び冷却管の汚れの有無を点検する。 

 

① 起動時に固着及び異常音がなく、抽気能力に異常のない

ことを確認する。 

② ベルトの張りの良否及び油面の適否を点検する。 

 抽気用弁を手動で全開にし、真空計の変化から開通してい

ることを確認する。 

 パラジウムセル部の焼損及び劣化の有無を点検する。 

 

 抽気ポンプで機内に不凝縮ガスのないことを確認する。 

① 攪拌した溶液を適量採取して腐食防止剤濃度及びアルカ 

 リ度が規定の許容範囲内にあることを確認する。 

② 溶液に汚れがないことを確認する。 

 ストレーナー、ダートトラップ等の水回路の水洗いを行う。 

 

 内部真空度に降下のないことを確認のうえ保存する。 

 満水又は乾燥のうえ保存する。満水保存の場合にあっては、

さび止め剤を規定の濃度まで注入する。 

 シーズンオフ停止に入る時は溶液が充分希釈されているこ

とを確認する。 

ｲﾝ 

 

 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｵﾌ 

ｵﾌ 

 

ｵﾌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 23/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表８ 

 冷却塔（１／３） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

 

２ 外観の状況 

 (1) 本体 

 (2) 散水装置 

 

 

 (3) 熱交換器【密閉

形に限る】 

 (4) エリミネータ 

 (5) ルーバー 

 (6) 充填材 

 

 

 (7) 架台 

 

 

 (8) 梯子・点検扉 

３ 水槽 

 (1) 本体 

 

 

 (2) 給水装置 

 (3) ストレーナー 

 (4) フレキシブルジ 

  ョイント 

４ 送風機 

 (1) 羽根車 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 基礎ボルトの緩み及び劣化の有無を点検する。 

③ 防振装置の損傷等の有無を点検する。 

④ 防振ストッパーの緩み及び劣化の有無を点検する。 

 

 損傷、変形及び汚れの有無を点検する。 

① 損傷、変形、さび及び汚れの有無を点検する。 

② 散水穴の目詰まりの有無を点検する。 

③ 散水管の回転が円滑であることを確認する。 

 コイルの汚れ、損傷等の有無を点検する。 

 

 損傷、変形及び目詰まりの有無を点検する。 

 損傷、変形及び目詰まりの有無を点検する。 

① スケール等の付着の有無を点検する。 

② 目詰まりの有無を点検する。 

③ 座屈、変形等の有無を点検する。 

① 損傷、変形等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び組み立てボルトの緩みの有無を点検 

 する。 

 損傷、変形、腐食等の有無を点検する 

 

① 内外面の損傷、変形及び汚れの有無を点検する。 

② 水漏れの有無を点検する。 

③ 水位が規定の位置にあることを確認する。 

 ボールタップ等が確実に作動することを確認する。 

 目詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 接続部の緩み、腐食等の有無を点検する。 

 

 

① 損傷、腐食、汚れ等の有無を点検する 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 24/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表８ 

 冷却塔（２／３） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

 

 (2) ファンケーシン 

  グ 

 (3) 軸受 

 

 (4) 電動機 

 

  

(5) ベルト 

 

 (6) プーリー 

５ 散水ポンプ 

 【密閉形に限る】 

 (1) 本体 

 (2) 電動機 

 

 

６ 凍結防止装置 

 

 

 

７ 運転調整 

 

 

 

 

 

 

 

② 回転に支障のないことを確認する。 

 損傷、腐食等の有無を点検する。 

 

① 軸が円滑に回転することを確認する。 

② 油量の適否を点検する。 

① 損傷、腐食等の有無を点検する。 

② 円滑に回転することを確認する。 

③ 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

① 張り具合の適否を点検する。 

② 損傷及び磨耗の有無を点検する。 

 損傷、摩擦等の有無を点検する。 

 

 

 汚れ、損傷、腐食等の有無を点検する。 

① 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

② 回転方向が正しいことを確認する。 

③ 電流が定格値内であることを確認する。 

① サーモスタットが設定値で作動することを確認する。 

② ヒーターの作動電流が定格電流以下にあることを確認す 

 る。 

③ ヒーターの絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

① 電動機の回転方向が正しいことを確認する。 

② 異常音及び異常振動のないことを確認する。 

③ 電源電圧の変動が規定値内にあることを確認する。 

④ 運転電流が定格値以下にあることを確認する。 

⑤ 散水管の回転数が許容範囲内にあることを確認する。 

⑥ 散水が均一に分散していることを確認する。 

⑦ 水槽の水位が運転前及び運転状態が適正であることを確 

 認する。 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ・ｵﾌ 

 

 

ｲﾝ・ｵﾌ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 25/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表８ 

 冷却塔（３／３） 

 シーズンイン・オフ点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

８ シーズンオフ時の 

 保存 

９ シーズンイン時の 

 清掃 

 器内の水を確実に抜いたうえ保存する。 

 

 本体及び配管の清掃を行う。 

ｵﾌ 

 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 26/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表９ 

 ユニット形空気調和機（１／２） 

 シーズンイン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

１ 基礎・固定部 

 

 

２ 外部の状況 

 (1) 本体 

 (2) 保温材・吸音材 

３ 送風機 

 (1) 羽根車 

 

 (2) シャフト 

 (3) ベルト 

 (4) プーリー 

 (5) 軸受 

 

 (6) カップリング 

 (7) 電動機 

 

 

４ 熱交換器 

 

５ 加湿器 

 

 

６ エリミネータ 

７ 水系統 

 (1) ドレンパン 

 (2) ドレン排水 

 

① 亀裂、沈下等の有無を点検する。 

② 固定金具の劣化及び固定ボルトの緩みを点検する。 

③ 防振材、ストッパー等の劣化及び緩みの有無を点検する。 

 

 腐食、変形、破損等の有無を点検する。 

 損傷及び脱落の有無を点検する。 

 

① 汚れ、さび、腐食等の有無を点検する。 

② 回転バランスの良否を点検する。 

 汚れ、さび、磨耗等の有無を点検する。 

 緩み、磨耗、損傷等の有無を点検する。 

 磨耗等の有無を点検する。 

① 異常音、異常振動等の有無を点検する。 

② 給油の状態を点検する。 

 磨耗、損傷等の有無を点検する。 

① 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。 

② 回転方向が正しいことを確認する。 

③ 電流が定格値内であることを確認する。 

 冷温水コイル、蒸気コイル等の汚損、腐食、損傷等の有無 

を点検する。 

① 加湿ノズルの詰まりの有無を点検し、清掃する。 

② 作動の良否を点検する。 

③ 加湿状態点検用ランプが点灯することを確認する。 

 詰まり、腐食等の有無を点検する。 

 

 汚れ、さび、腐食等の有無を点検し、清掃する。 

 本体のドレン排水確認を行い、詰まりのないことを確認す

る。 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 27/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



別表９ 

 ユニット形空気調和機（２／２） 

 シーズンイン点検項目 

点検項目 点検及び保守内容 備考 

８ エアフィルター 

 【プレフィルター】 

 (1) ろ材 

 (2) 枠 

９ 運転調整 

 

 

 詰まり、損傷等の有無を点検する。 

 変形、腐食等の有無を点検する。 

① 運転時における電圧変動が規定値以下であることを確認 

 する。 

② 運転電流が定格以下であることを確認する。 

 

 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

ｲﾝ 

 

ｲﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 28/29 

図面名称 仕 様 書 尺  度  

 



 

 

  

 

 

 

 

 
 
 

 

冷却塔×１台
道路境界線

正　門

５０

３９

５６

２

６６

６４

５７

４８

８０

Ｎ

チリングユニット×２台
５７号

冷却塔×１台
チリングユニット×１台

４８号

吸収冷凍機×２台
冷却塔×１台

６４号

直だき吸収冷温水機×１台
冷却塔×１台
エアハンドリングユニット×１０台

８０号

小型吸収冷温水機×１台
エアハンドリングユニット×１台
冷却塔×１台

５０号

ガスエンジンヒートポンプ×１５台
３９号

パッケージ形空気調和機×１台
５６号

２号

（１階：健康管理室）
ユニット形空気調和機×１台

氷蓄熱ユニット×１台

パッケージ形空気調和機×１台
７５号

７５

パッケージ形空気調和機×８台

６６号

冷却塔×１台
エアハンドリングユニット×２台

吸収冷凍機×２台

ガスエンジンヒートポンプ×１台

パッケージ型空気調和機×２台

案内図 Ｓ＝１：Ｘ 

配置図 Ｓ＝１／Ｘ 

別図 

名  称 空気調和機等点検保守 図面番号 29/29 

図面名称 案内図・配置図 尺  度  
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１.納期

２.納地

単位 数 量 単 価

4

16

15

合　計

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

3

2 以下余白

1 ＳＴ 1

令和7年3月31日
小平駐屯地 （東京都小平市喜平町2-3-1）

　公告（又は通知）に対して「入札及び契約心得」及び「標準契約書等」の契約条項等を承諾のうえ入
札（見積）いたします。
　　また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は暴力団排除に関する誓約事項について誓
約します。

令和6年4月25日
住所・名称・代表者名

空気調和機等点検保守 仕様書のとおり

入　　札　　書
契約担当官
陸上自衛隊小平学校
会計課長　井上　英雄

　￥ （消費税を含みません）

内　訳　　（税抜き）
品 名 規 格 金 額

印

殿



品　　　　名 規　　　　格 単　位 金　　　額

空気調和機等点検保守 仕様書のとおり ＳＴ

以下余白

※内訳があれば添付してください。

年　　月　　日

契約担当官

陸上自衛隊小平学校

会計課長　井上　英雄 殿

住　　所

会社名

代表者名

担当者名

連絡先

市価調査書

￥

数　量 単　　価

1


